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れていなかった．しかし，本書は音楽実践者

の自主独立的な活動こそが非民主的な法案に

つながったことを明らかにしている．

このように著者が序章で掲げた目的はすべ

て実証的な議論によって達成されていて，そ

の意味で評者が批判すべき余地はない内容に

なっている．「ロック＝抵抗の音楽」という

イメージに囚われていた筆者にとって，スハ

ルト体制下から民主化後にまで続く，スポン

サーとしての大手タバコ会社の大きな存在

と，軍権力への依存構造を論じた節は，目か

ら鱗が落ちるような思いで読み進めた．

「ポピュラー音楽と現代政治」という大き

な課題にインディーズ関係者の「自立と依存

の文化実践」に焦点を当てて取り組んだ著者

が，たぶん意図的に取り上げなかった次の点

を論じたい．現在のポピュラー音楽を論じる

うえで欠かせないはずの音楽配信サービスと

インターネット空間の存在が本書には登場し

ない．著者は 2018年の大手 CDショップの

売り場の写真を掲載しているが，日本と同様

にインドネシアでも Spotifyなどの音楽配信

サービスを利用して音楽を楽しむ人が多数を

占めている．Musicaなどメジャーな音楽会

社にとって CD売り上げの落ち込みは深刻な

打撃となるはずである．本書でおもに取り上

げられているインディーズ系レーベルが配信

サービスの普及をどのように受けとめられた

のか興味深い．ジョグジャカルタで始まった

インディーズ系ネットレーベル YNWを取

り上げているが，配信サービスや YouTube

など動画共有サイトが一般化するなかで，独

自のネットレーベルの存在意義はどうなって

いるのだろうか．私見では，配信サービスに

おいて多様な音楽が検索可能な対象として並

列化する現在，メジャーとインディーズとい

う区別化が今後ますます縮小するように感じ

ている．この点が，本書で取り上げられてい

る音楽イベントやインドネシア音楽会議にお

いて，メジャーな音楽産業よりも，イン

ディーズ系の音楽関係者のほうが表舞台にお

いて主要なアクターとして活躍していること

とどのように関係するのか，興味深い問題で

ある．ポピュラー音楽の「政治学」を論じる

ためには，音楽産業・市場の「経済学」も必

要だと考える．

終章の最後は「音楽実践者たちの主体性は

ポピュラーカルチャーと民主主義の今後のあ

り方を規定してゆく．／未来はかれらの手の

中にある．」（p. 298）と結ばれている．この文

章にインドネシアの音楽関係者たちと深く関

わってきた著者の真摯な思いが表われている．

伊谷樹一編．『つくる・つかう』（生態人

類学は挑む 4）京都大学学術出版会，

2023年，306 p．
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人と自然がどのようにつきあってきたのか

を探求する生態人類学には，自然環境がいか

に改変されようと，環境問題が深刻であろう

と，人びとが，変動する環境とどのように向

き合い暮らしているのかを解明することが求

められる．本書は『生態人類学は挑む』シ
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リーズ 16冊のうちの 1冊で，とくに生物資

源の活用に着目したものである．

序において，現代社会で人が生態環境とと

もに生きていくためには「残しながら使う，

作りながら使う」（p. 3）という方法が必要

だと論じられ，それに続く 1～ 3章は「つ

かう」，4～ 6章は「置き換える」，7～ 9章

は「つくる」というように，本書は 3部構

成になっている．「つくる・つかう」という

一見するとモノを扱うと思わせるテーマであ

りながら，本書は一貫して，土地や景観，植

物や燃料といった生態環境由来の資源に着眼

点が据えられている．

「第 1章 畑地利用のローカル戦略―樹木の

ある畑地景観のつくり方・つかい方」（大久

保悟・徳岡良則）では，インドネシア・西

ジャワのタケを利用した焼畑と，日本におけ

る石垣や被覆植物を用いた段畑および生垣や

畑の境木として利用される植物がつくってき

た景観を事例に，多様な植物利用を内包した

畑地景観のつくり方とつかい方が報告されて

いる．これらの事例から筆者は，「風景に埋

め込まれた技術や文化，その当時の人びとの

価値観」（p. 31）を総体的に掘り起こし，「そ

うした情報の蓄積によって，人―環境系に関

する知の体系化ができる」（p. 31）ことを指

摘した．

「第 2章 人とザンジバルアカコロブスの関

係を考える―国立公園の設置をめぐって」

（野田健太郎）は，タンザニアのザンジバル

諸島に生息するサンジバルアカコロブスが，

民家のかまどの炭を食べるという不思議な話

から始まる．ここでは約 20年前に国立公園

がつくられ，コロブスザルは観光資源として

利用されている．一方，公園の設置をきっか

けに人とコロブスザルの均衡関係は崩れ，コ

ロブスザルは屋敷林内で以前と異なる新たな

樹種を食べるようになった．コロブスザルが

炭を食べるようになったのは，この植物が引

き起こす体調不調を改善するため，つまり人

工林をつかい生きていくために，習得した術

だと筆者は推察している．

「第 3章 出作りによる乾燥林の焼畑―マダ

ガスカル南西部における無主地の利用」（安

髙雄治）は，マダガスカルの半乾燥地帯で出

作り耕作をおこなう人びとを対象に，かれら

の焼畑の実態について論じている．人びと

は，沿岸部に位置する居住村から離れた内陸

地域で，出作りによる焼畑をおこなってい

る．その背景には，人口増加による土地不足

と慢性的な旱魃，さらに自然保護の規制強化

がある．筆者は，出作り耕作は，耕作時期と

労力の面において村での常畑と両立可能であ

り，さらに沿岸部より降水量が多く広い面積

を利用できるため，生計維持の不足分を補え

る可能性があり，都合がいいという．しかし

一方で，自然保護と人びとの生計維持の両立

は難しいことから，今後の状況を憂慮してい

る．

「第 4章 雑草の資源化―ボルガバスケット

産業における材料の転換」（牛久晴香）は，

第Ⅱ部「置き換える」にもっともふさわしい

章だ．ガーナ北東部でつくられるバスケット

の材料が，周辺の河畔に自生するイネ科のベ

チバーグラスから，同国南部に自生するギニ

アグラスへと置き換わったという事例であ
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る．ダム建設，食料不足，経済危機とその復

興といった 1980年代に「偶然」にも近接し

ておこったできごとが，ガーナ南部の畑に大

繁殖したギニアグラスを，北部でつくられる

バスケットの材料として「資源化」すること

につながった．そして，ギニアグラスはバス

ケットの「本物」の材料へと置き換わった．

「資源が『置き換わる』というできごとは，

環境と人との関係を動的にとらえるための切

り口になる」（p. 129）ことを示した．

「第 5章 つかい，つくられるラオスの在来

野菜」（小坂康之）は，ラオスの市場に並ぶ

多種多様な野菜が，どのようにつかい，つく

られるのかを論じたものだ．ラオスの人びと

は，実に多様な野菜を食べる．そして，それ

らの多くは在来野菜であり，野生植物であ

り，人びとは野山から採集するだけでなく，

ホームガーデンや農地に移植して育てている

という．「野生植物はもともと生育していた

環境の改変によって消滅していくと思われた

が，逆にホームガーデンで育てるようになっ

たことで，これまで以上に身近な野菜になっ

ているものもある」（p. 159）．そうして人び

とは「生きた文化財」として在来野菜をつく

り，つかっているということが詳細に報告さ

れた．

「第 6章 新しい生態系をつくる」（伊谷樹

一）は，生物多様性保全において，たいてい

「厄介者」として扱われる外来樹種をつかい，

人びとが新しい生態系をつくるという事例で

ある．地域の生態系にとっては脅威だと考え

られてきた外来樹種が，近年，実は知る人ぞ

知る良材であることがわかり，貴重な資源だ

とみなされるようになったという，外来樹種

を見直す事例が示された．筆者は「生態系に

ある程度は生物の効率性や経済性を取り入れ

る必要がある」（p. 196）として，外来種を

一様に排除するのではなく，「むしろその種

についての知識を深めながら，資源として取

り込み蓄積していけるような生態系をつくっ

ていかなければ」（p. 197）と論じた．

「第 7章 『つくる』と『つかう』の循環を

うみだす―タンザニアにおける籾殻コンロの

開発実践をとおして」（平野亮）は，筆者が

タンザニアの職人たちと籾殻を完全燃焼でき

るコンロをつくり販売した，実践的な研究で

ある．筆者は，稲作の普及に伴い廃棄物とし

ての籾殻が大量に排出される一方で，燃料不

足が深刻であるという背景から籾殻コンロに

着目したが，実践するなかで「つくる」こと

と「つかう」ことが必ずしもうまく連動する

わけではないことを知る．そして，「つくる

側」の技術と「つかう側」のニーズや能力，

慣習が相互に影響をおよぼし合いながら，ひ

とつの「技術」が練り上げられるが，そのた

めには両者のあいだの仲介役が重要であるこ

とを示した．

「第 8章 食文化を支える再生可能燃料―ウ

ガンダ・首都カンパラにおけるバナナの調理

方法とバイオマス・ブリケットの活用から」

（浅田静香）は，ウガンダ南部地域において，

マトケという伝統的なバナナ料理と，その調

理に用いる燃料に着目している．マトケの調

理には長い時間と手間と，十分な量の燃料が

必要だが，7章のタンザニアと同様にウガン

ダでも木炭は慢性的な供給量不足により常に
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値上がりしている．そこで近年，都市内部で

発生する食物残渣を原料にバイオマス・ブリ

ケットがつくられるようになった．人びとは

木炭や薪とブリケットを組み合わせ，調理の

工程に合わせて熱電源を切り替えながら効率

よく調理をする．筆者は，都市部の廃棄物を

原料とするブリケットを取り入れた食文化

は，「世界に先駆けて，都市における有機物

の循環的な利用」（p. 255）であると評価し

ている．

「第 9章 消えない炭と林の関係」（多良竜

太郎）は，タンザニアにおける木炭の生産と

利用を，多角的に分析したものである．煮込

み料理が多いというタンザニアの料理の特徴

を踏まえると，途中で火力が弱まらずに放っ

ておける，火持ちのよい木炭になる樹種が，

炭焼きに「適する」と考えられている．一方

で，林にはかれらが木炭には「適さない」と

考える樹種も存在しており，それらが伐り残

されることで，山林の被覆が失われずに木々

がスムーズに再生し，長年にわたる炭焼きを

可能にしてきたという．筆者はかれらがおこ

なう炭焼き方法には，「繊細で奥深い知識と

技術が内包されている」（p. 287）と評価し，

この知識や技術が，環境保全とエネルギー供

給という矛盾した課題に対する解決の糸口に

なるかもしれないと期待している．

「終章 資源をつかう，つくる」（伊谷樹一）

では，各章の要約をしながら，現代的な自然

と人のかかわり方とその魅力についてまとめ

られている．

本書は「生態環境を巧みにつかいこなすた

めの知識や技術」（p. 301）に着目しながら

も，すべての論攷に「資源の枯渇」に関する

表現が出てくると編者は指摘する（p. 301）．

とはいえ本書で示されたのは，不足する資源

を際限なくつかい果たす人びとの姿ではな

く，既存の知識や技術を基盤に据えながら，

在来の資源や利用法だけにこだわることな

く，新たな「つかう」や「つくる」を生み出

す人びとの姿であった．評者は滋賀県でトチ

餅（トチノミとモチ米を混ぜて搗いた餅）を

つくる人びとが，高齢化やトチ餅の商品化，

シカによる食害といった影響を受けて，トチ

ノミを地域外から購入し餅づくりを続ける事

例を報告したことがある［八塚・藤岡 

2015］．原料が外部調達されることは一見す

ると地域のなかの自然資源と住民のつながり

が切れたようにみえる．しかし，トチ餅づく

りは，地域の資源を長年利用してきた経験と

その過程で培われた資源利用の技術があるか

らこそ成立している．本書に収められている

論攷も同様に，「現代的な課題に直面しなが

ら，自然界の資源を使っていかにそれを克服

しようとしていくかを問う」（p. 294）もの

であった．それは「自然に密着して生きる人

びとの生きざまの研究を目指したとき，やが

て明らかになる自然と社会との齟齬の問題」

［寺嶋 2017: 530］に真摯に向き合ってきた

研究の成果であるからだろう．

本書の各章はとても興味深くおもしろかっ

た．しかし 1冊を通して読むと，どうして

もテーマや地域の偏りが気になる．せっかく

なので，生物資源に限定せずに，さまざまな

「つくる・つかう」を読んでみたいと欲が出

てきたことを，最後に申し添えたい．
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本書の著者が，日本におけるオスマン史研

究を牽引してきたことに異論はないであろ

う．オスマン語の一次史料利用どころか，そ

れを収集するためのトルコへの渡航自体が未

だめずらしかった時代にイスタンブルに留学

し，オスマン史のみならずその東西世界との

比較や法学的理論との関係など幅広い視野で

研究を進める一方，東京大学東洋文化研究所

を拠点に後進の育成をつづけ，その薫陶を受

けた門下生たちが今や国際的に活躍してい

る．

著者の研究関心はオスマン史関連だけに

絞っても幅広いが，あとがきにあるとおり，

それは次の 4点に集約される．

①アラビア文字世界としてのイスラム世界の

世界帝国的存在であったオスマン帝国の世

界秩序観と諸政治体との関係の現実

②文化的多元社会であったオスマン社会の統

合と共存システムとそれを支えたアイデン

ティティーの構造

③政治体としてのオスマン帝国を支えた支配

組織とその中核を担った支配エリートの特

色

④食文化から文学に至るオスマン文化の諸相

本書は主に①の分野を取り扱ったものであ

る．著者は，このオスマン帝国の国際関係を

論じる枠組みとしての比較文明史こそが研究

の出発点であったとふりかえる．その捉え方

について著者は「文字世界」という独自の概

念を提唱し，それは本書でも採用されてい

る．さらにオスマン帝国の比較対象として日

本と中国を挙げ，その 3点比較（試論とし

て第 5章と第 9章）に今後本格的に取り組

むとの表明がなされており，著者によるさら

なる研究成果が待たれる．

本書の構成は以下のとおりである．

序章 イスラム的世界帝国としてのオスマ

ン帝国

第一部 オスマン帝国の世界秩序

第 1章 イスラム世界の「内」と「外」

―境界・言語・移動

第 2章 オスマン帝国の異文化集団支配

第 3章 イスラム国際法とオスマン帝国

の外交

第 4章 オスマン帝国の世界秩序観と国

際関係の変容

第 5章 オスマン帝国の対外交渉行動

第二部 オスマン帝国と近代西欧国際体系 * 愛知学院大学文学部


